
 相談支援専門員の研修の実施について、告示（「指

定計画相談支援の提供に当たる者として厚生労働

大臣が定めるもの」等の3告示）の改正が、令和元

年9月10日に公布されました。相談支援従事者研

修のカリキュラム改訂の内容が示され、令和2年4

月1日から適用されることとなりました。（ただし、

北海道を含む幾つかの都道府県では、既に改正後の

時間数や内容を想定して実施） 

 まず研修の時間数について、初任者研修は 31.5

時間（5 日間程度）から 42.5 時間（7 日間程度）

へと、現任研修については 18 時間（3 日間程度）

から24時間（4日間程度）へとそれぞれ変更され

ました。また初任者研修には、前述の時間数の他に

実習も盛り込まれています。（科目は下図参照） 

 令和２年度以降に初任者研修を受講修了した場

合、初回の現任研修受講にあたっては、過去 5年間

に 2 年以上の相談支援の実務経験があることが受

講要件となり、その後 2回目以降の現任研修受講に

あたっても、同様の受講要件又は現に相談支援業務

に従事していることが受講要件となります。従って、

相談支援業務に従事せず、相談支援専門員の任用資

格要件を更新するためだけに、現任研修を受講する

ことはできなくなります。また、初任者研修受講修

了の翌年度に現任研修を受講修了することもでき

なくなります。（ただし、令和元年度までに初任者

研修等を受講修了している場合は経過措置あり） 

 令和2年度以降は、告示の公布と同日に発出され

た、「相談支援従事者研修事業の実施について」の

改正にある、標準カリキュラム以上の内容で、相談

支援従事者研修が実施されていくこととなります。

別に、主任相談支援専門員研修についても平成 31

年3月に標準カリキュラムが示されており、令和 2

年度以降、北海道でも主任相談支援専門員研修が開

催されることになると思われます。 
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相談支援従事者研修のカリキュラム改訂について  



今回は自動車事故対策の専門機関である独立行政法人 NASVA(ナスバ)をご紹介いたします。 

自動車事故による被害者の救済には、自賠責等の保険金ではカバーできない支援の取組が必要です。また、そも

そも自動車事故防止の取組も重要です。 

この取組を実現するために、NASVAは過去の自賠責の運用益(積立金)を原資として様々な活動をしています。 

残念ながら交通事故の被害者となられたかたとそのご家族を支援する制度として以下のようなものがあります。 
 
○ 重度後遺障害者となられた方へ介護料支給 
    ◇ 対象者  自動車（バイクを含む）事故で、脳や脊髄または胸腹部臓器に損傷を受け、常時または随時

の介護を必要とする方で一定の要件に該当する方。（自損、他損、時期は問いません） 
     ◇ 支給額    後遺障害の程度や介護サービス、介護用品の購入などに応じて、 

特Ⅰ種 月額８２，８１０～２０９，４３０円 
Ⅰ種 月額７０，７９０～１６５，１５０円 
Ⅱ種 月額３５，４００～８２，５８０円の範囲で支給。 
※短期入院について費用を一部助成いたします。 

◇  注   意   介護保険サービス、労災の介護給付等との併用はできません。ただし、総合支援法に基づ    
     くサービスを受けられている場合や入院している場合も対象になることがありますので、

お問い合わせください。 
 

 ○ 交通遺児等育成資金の貸付 
    ◇ 対 象 者  自動車（バイク含む）事故により、死亡または重度後遺障害（脳損・脊損）を負われた方

の義務教育終了前の子弟（０歳～中学校卒業まで）  
  ◇ 申 込 者  対象者を扶養している保護者（生活困窮家庭に限ります） 
    ◇  貸付金額  一人につき最初    一時金１５５，０００円 
                       以後月額          ２０，０００円 
                   小・中学校入学時に入学支度金  ４４，０００円 
    ◇ 貸付期間  貸付決定時から中学校を卒業するまで 
    ◇ 利  子   無利子 
    ◇ 返還方法  貸付期間終了後６ヶ月または１年経過した後に、月賦または月賦半年賦併用による、２０年

以内の分割均等返還。ただし、高校、大学、その他各種学校への進学者は、卒業までの           
間、返還を猶予することもできます。 

 
〇 交通遺児等友の会 

    ◇ 対 象 者  交通遺児等育成資金貸付の利用者及び当該貸付を終了した１９歳までの方。自動車（バイ
ク含む）事故により、死亡または重度後遺障害を負われた方の中学校卒業までの子弟。 

          （公財）交通遺児等育成基金が行う交通遺児育成基金事業に加入されている方。そのご家
族の方。 

  ◇ 申 込 者  対象者を扶養している保護者 
    ◇  活動内容  旅行会や交流会、レクリエーションの開催。書道、絵画、写真などコンテストの開催 
                   会報の配布（年４回） 
    ◇ 参加期間  中学校を卒業または２０歳を迎えるまで。 
    ◇ 費 用 等   無料 
 
  ○ お問い合わせ 自動車事故対策機構 札幌主管支所 
    HP：http://www.nasva.go.jp/（“ナスバ”で検索） 
                      電話 ０１１－２１８－８１５５ 

                   （独立行政法人自動車事故対策機構＜ＮＡＳＶＡ＞ 山畑 雄治氏） 

 

 

           皆さま、こんにちは。仙波 由香理 と申します。ご縁があり、昨年 11 月

1 日よりワン・オールの一員となりました。基幹相談という初めての職場で、知識も経験も足りず

右往左往していますが、日々、勉強を心がけていきたいと思っております。趣味は読書と手芸とい

うインドア派ですが、健康のために歩くことが今年の目標です。どうぞ、よろしくお願いします。 
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編集後記 

 今号は、独立行政法人 NASVA(ナスバ)からご

寄稿いただきました。今年も、ワン・オールの活動

紹介や地域で活躍されている方々にもご寄稿いた

だきながら、役立つ情報の発信をしていく予定で

す。 

http://www.nasva.go.jp/
mailto:sapporo@one-all.net

